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9月118－20日は高齢善交通安全旬間です

昭和62年度　高齢者の死者数（状態別）

19（07）

（注）警察庁質料による
日内は構成比（殉

交通事故のご相談は お気軽はどうぞ 無料瞳相談Iこ応じ〔おります 午前9時半一午後4時的分（平日） �0匹≡国電　閉園 
お役tこ立ちます交通共済 
一家族ぐるみで加入しましょうー 

⑲㊥①㊥⑳⑤㊥㊥◎㊨㊨㊤⑦ 
土曜日は正午まで（第2・莞3土曜日は休みます） �●共済見舞金か100万円から120万円に－ 

◎専門の相談員が親身になってご相謝こ応じます �●航空機・船舶・モノレール・身体障害者用 

◎弁露士柏駁日：毎週金駐日午後1時－4時 �車いすでの事故も対象に加わります。 

●親元を離れ、他都市で修学中の学生も加入 

社団法人日本損害保険協会 小倉自動車保険請求相談センター �できるようになります。 
加入資格　町内にお住まいの方。 

（他都市で修学中の学生も加入できます。） 

出資金1世帯100円です。 

（初めて加入するときだけで、再加入の方は不要です。） 

℡093－521－2140（直通）093－541－1531 �共済掛金1人年額500円です。 

電話のこ枯淡もお受けします �共済期間10月1日から翌年の9月30日までの1年間です。 

（2）

お
年
寄
り
の
み
な
さ
ん

交
通
ル
ー
ル
を
守
り
ま
し
ょ
う

死
亡
事
故
の
半
数
以
上
が
〝
歩
行
中
〟
の
事
故

日
本
の
六
十
五
験
以
上
の
高
齢
者

人
口
が
、
急
速
に
増
え
て
き
て
い
ま

す
。
そ
れ
に
伴
い
、
交
通
革
故
で
亡

く
な
ら
れ
る
お
年
寄
り
の
方
々
も
、

年
々
、
少
し
ず
つ
で
す
が
、
増
加
し

て
い
ま
す
。
お
年
寄
り
の
交
通
事
故

死
亡
の
う
ち
、
．
歩
行
中
．
の
事
故

に
よ
る
死
亡
者
が
、
半
数
以
上
を
占

め
て
い
ま
す
。
く
る
ま
社
会
の
中
で

は
、
′
弱
者
●
の
立
鍔
に
あ
る
皆
さ

ん
が
、
悲
惨
な
事
故
に
遣
わ
な
い
よ

う
に
、
交
通
安
全
の
ル
ー
ル
と
マ
ナ

ー
を
も
う
一
度
、
確
認
し
て
み
ま
し

よ
え
ノ
o歩

行
中
の

死
亡
事
故
の
緯
徴

お
年
寄
り
の
歩
行
中
の
死
亡
事
故

の
中
で
、
も
っ
と
も
多
い
の
か
、
道

を
横
断
し
て
い
る
場
合
で
、
死
亡
者

十
人
申
、
七
人
以
上
と
い
う
割
合
に

な
っ
て
い
ま
す
。

信
号
を
無
視
し
て
は
、
い
け
ま
せ

ん
し
、
横
断
し
よ
う
と
し
て
、
駐

草
し
て
い
る
車
の
陰

か
ら
、
道
へ
出
る
こ
と

も
、
事
故
の
原
因
と
な

り
ま
す
。
あ
な
た
の
目

に
革
が
見
え
て
い
る
か

ら
と
い
っ
て
運
転
し
て

い
る
人
か
ら
、
あ
な
た

が
見
え
て
い
る
と
は
か

ぎ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
自
分
の
体
力

に
自
信
を
も
ち
す
ぎ
な

い
こ
と
も
、
交
通
草
故

か
ら
身
を
守
る
た
め
に

は
大
切
な
こ
と
で
す
。

と
く
に
幅
広
い
道
路
を

横
断
す
る
と
き
、
今
、

信
号
が
育
だ
か
ら
と
い
っ
て
渡
る
の

で
は
な
く
、
も
う
一
度
青
に
な
る
の

を
待
っ
て
か
ら
渡
る
余
裕
を
も
つ
こ

と
が
、
あ
な
た
の
安
全
を
守
る
こ
と

に
つ
な
が
る
の
で
す
。

後
ろ
か
ら
走
っ
て
来
る

車

に

用

心

を

旗
断
中
の
次
に
多
い
の
は
、
道
の

左
側
を
歩
い
て
い
る
と
き
で
す
。
草

は
左
側
通
行
の
た
め
、
歩
い
て
い
る

あ
な
た
の
後
ろ
か
ら
走
っ
て
き
ま
す
で

人
間
は
後
ろ
に
目
が
あ
り
ま
せ
ん

追
い
抜
い
て
い
く
車
に
、
ひ
っ
か
け

ら
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
、
必
ず

道
路
の
右
側
を
歩
き
ま
し
ょ
う
。

自
分
の
体
力
を
正
し
く
判
断
し
て

と
っ
さ
の
動
作
を
必
要
と
し
な
い
よ

う
、
交
通
ル
ー
ル
を
守
り
、
安
全
な

生
活
を
送
り
ま
し
ょ
う
。



広報あんが

サラリーマンの奥さん

国民年金の加入手続きは
おすみですか

昭和61年4月からの新年金制度では、20歳以上00哉

未満の人は、原則として全員国民年金に加入すること

になりました。

サラリーマンに扶養されている奥さん（被扶養配偶

者）も、国民年金の第3号被保険者として加入するこ

とになっています。

●　保険料の支払は・・・・

第3号被保険者の保険料は、ご主人の加入する

厚生年金保険や共済組合がまとめて負担しますの

で自分で納める必要はありませんが、第3号被保

験者である首を届け出て題定を受けることが必要

です。

●　未加入者は未納者に・・・・

第3号板保険者の届出は原則として2年以上さ

かのぼることが出来ません。

末届のまま2年間を経過した分が、時効により

保険料の未納期間と同じ扱いになります。

この期間が増えるほど将来の年金額が少なくな

ったり、年金そのものが受けられなくなったりし

ます。

まだ手続きのすんでいない人は、すぐ手続きをして

ください。

お問い合わせは役場国保年金係まで　衝（293）1234

いつも安全ひごろの点検〝
8月28日一9月3日は建築物防災週間です。

関東大庭災が起きたのは、今から65年前の大正成年9月1日です。これを

機会に、自分の建物や敷地の回りを総点検して、大切な人命を、自分の責任

で損なうことのないよう、十分注意しましょう。

主な点検項目

1、ブロック甥、よう壁、かけなどの安全性

はどうか。

2、屋根瓦、看板、外壁タイルなどの安全蛙

はどうか。

3、店舗など多くの人が利用する建物は、避

難路に物が置かれていないか、防火シャ

ッターやエレベーターは安全に維持管理

されているかどうか。

建物の規模や用途によっては、法定の技術者

（建築士など）に現状を調査をさせて、行政庁

に報告することが義務づけられています。

北九州土木事務所建築課　舘（691）2761
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今
年
は
、
昭
和
二
十
三
年
以
来
五

年
ご
と
に
行
わ
れ
て
い
る
「
住
宅
統

計
調
査
」
の
年
で
す
。
こ
の
調
査
は

わ
が
国
の
住
宅
と
世
帯
の
居
住
状
況

を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
行
わ
れ
る

も
の
で
、
全
国
の
約
三
百
七
十
万
世

帯
を
対
象
と
す
る
大
規
模
な
調
査
で

あ
る
こ
と
か
ら
。
住
宅
の
国
勢
調

査
ク
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

調
査
の
結
果
は
、
国
、
都
道
府
県

市
区
町
村
の
住
宅
建
設
計
画
や
環
境

整
備
計
画
な
ど
の
立
案
の
基
礎
と
な

る
資
料
と
し
て
幅
広
く
利
用
さ
れ
ま

す。
調
査
の
対
象
と
な
っ
た
世
帯
に

は
、
九
月
二
十
三
日
か
ら
三
十
日
の

間
に
、
都
道
府
県
知
事
か
ら
任
命
さ

れ
た
調
査
員
が
、
調
査
票
を
も
っ
て

訪
問
し
ま
す
。
記
入
し
て
い
た
だ
い

た
調
査
票
は
、
十
月
一
日
か
ら
七
日

の
間
に
、
再
び
調
査
員
が
回
収
に
う

か
が
い
ま
す
。

対
象
と
な
っ
た
世
辞
の
方
は
、
調

査
へ
の
こ
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

お
米
は
許
可
さ
れ
た

店
で
買
い
ま
し
ょ
う

消
費
者
の
皆
さ
ん
が
安
心
し
て
お

米
を
腫
入
で
き
る
よ
う
、
米
穀
小
売

販
売
業
者
は
県
知
事
の
許
可
を
受
け

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
っ
て

お
り
、
許
可
番
号
な
ど
を
表
示
し
た

許
可
証
を
各
店
舗
に
掲
示
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
店
頭
に
は
次
の
よ
う
な

看
板
も
掲
示
し
て
い
ま
す
。

お
米
を
購
入
す
る
際
は
、
許
可
さ

れ
た
店
で
、
精
米
の
表
示
内
容
も
よ

く
確
認
の
う
え
買
い
ま
し
ょ
う
。
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●　　　●　●

定　　場時

員　　新田

図書室ニュース

●一般図書

人は死ねばゴミになる　　　伊藤栄樹善　新潮社
パナマ運河の殺人　　　　平岩弓枝著　角川書店

さくら隊散る　　　　　　　新藤素人善　未来社

雨の日には車をみかいて　五木寛之善　角Ii旧店

雷鳴のとき　　　　　　阿部牧部署　文芸昏秋

岬一節の抵抗（上、下）　半杓良書　毎日新聞社

きらきらと間に堕ちて　山崎洋子善　中央公論社

プツン　　　　　　　　　まきのえり著　講談社
一日で縫える夏ドレス　　　　　　　　　雄鶏社

ひめゆり教師の手紙　　玉代勢秀文書　ニライ社

●児童図書

14ひさのびくにっく　いねむらかずお巷　童心社

さもがり王さまおばげの子　寺村耀夫曽　理論社
ハナさんのおきゃくさま　　角野菓子蕃　福音館

ひょこたんのおばけめいる

このみひがる普　あかね書房

まんが学習年表ミ日本の歴史1－5、あかね書房

ガラスめだまときんのつのやぎ　　　　　福音館

夢のポロ市　　　ミヒヤエルエンデ著　岩波書店

その他多数

轍 �i　持　　　＿、一〇億・ 

夢やÅ 
i墨・、 ＼Tiまでヾ　喜田帽闘圃 

嵩松井　優くん
昭和62年8月24日生

（晶）さんの二男
上別府18－2

（4）

福
岡
県
婦
人
就
業

援
助
セ
ン
タ
ー

技
　
術
　
講
　
習
　
会

⑥
軽
理
事
務
（
日
商
簿
記
2
級
）

●
期
　
日
　
9
月
鮪
日
～
n
月
1
4
日
の

2
1
日
間
（
月
・
水
・
金
）

1
0
時
～
1
6
時

戸
畑
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ビ
ル

戸
畑
区
汐
井
田
1
番
l
号

50人

●
愛
機
料
　
無
料
、
但
し
教
材
費
は
受

講
者
負
担

●
申
込
方
法
　
9
月
6
・
7
日
の
両
日

9
時
－
1
7
時
に
電
話
で
申
し
込
み

申
し
込
み
時
に
面
援
日
を
指
定
、

面
接
後
選
考

●
申
込
先
及
び
繕
細
に
つ
い
て
は

福
岡
県
婦
人
就
業
援
助
セ
ン
タ
ー

筑
豊
支
所

飯
塚
市
新
立
岩
8
番
1
号

福
岡
県
飯
塚
総
合
庁
舎
内

8

0

9

4

8

（

2

3

）

4

1

5

6

赤
十
字
救
急
法

普
通
科
諸
習
会

●
日
　
程

夜
間
請
習
会

9
月
幻
日
～
0
0
日

1
0
月
4
日
～
7
日

計
8
日
間

1
8
時
～
2
1
時

室
岡
講
習
会

1
0
月
萄
日
～
認
日

計
4
日
間

9
時
～
1
7
時

●
場
　
所
　
日
赤
福
岡
県
支
部

福
岡
市
南
区
大
桶
3
丁
目

●
内
　
容
　
①
救
急
法
概
論

⑧
救
急
蘇
生
法
と
止
血

③
外
傷
と
急
病
に
つ
い
て

④
救
護
に
つ
い
て

●
受
講
料
　
無
料

●
定
　
員
　
各
課
習
会
0
0
名

（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

●
申
込
方
法
　
電
話
で
申
し
込
み

平
日
9
時
～
1
7
時

土
曜
9
時
～
1
2
時

●
申
込
先
及
び
問
い
合
わ
せ
は

日
本
赤
十
字
社
福
岡
県
支
部
事
業
課

8
0
9
2
（
5
2
3
）
1
1
7
1

＿
∴
胞
影
は
お
母
さ
ん
の
信
子
さ
ん

ア
ン
ヨ
が
と
て
も
じ
ょ
う
ず

、
家
の
中
を
ウ
ロ
ウ
ロ
歩
さ

わ
り
、
マ
マ
は
た
い
へ
ん
。

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
散
歩
に
行

く
の
が
大
好
き
。

あ
い
お
ね
え
ち
ゃ
ん
に
い
じ

め
ら
れ
て
も
、
私
泣
か
な
い
ん

だ
も
ー
ん
。

＿
抱
影
は
お
母
さ
ん
の
端
代
さ
ん

ポ
ク
、
や
ん
ち
ゃ
坊
主
の
ス

グ
ル
で
す
。
い
つ
も
愛
敬
を
ふ

り
ま
き
な
が
ら
、
お
兄
ち
ゃ
ん

た
ち
の
じ
ゃ
ま
ば
か
り
し
て
い

ま
す
。
ま
だ
ハ
イ
ハ
イ
し
か
で

き
な
い
の
。
　
早
く
ア
ン
ヨ
が

で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
、
み
ん

な
と
い
っ
し
ょ
に
遊
び
た
い
な
。



松／本別一・イ一刀は
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襲鬱鷲題1、選i闘躍醒題 　　∴∴： 　饗発露饗懸 つレス日本一の座に 

去る7月00日から8月1日までの3日間、高知県春野町の県

立春野総合運動公園で開催された「第2回全日本小学生男女ソ

フトボール大会」に、福岡県代表として出場した松ノ木ブルー

イーグルスが、居並ぶ強剛チームを次々に倒し、見事に初優勝

を果たしました。

今回の優勝の原動力となったのは何と言っても、このチーム

の特徴とも言える「チームワークのよさ」です。県大会から全

国大会まで多くの激戦を勝ち抜いてきた今、その「チームワー

ク」はより強いものになったと言えるでしょう。

【試合の結果】　男子の部　出場59チーム

●第1試合

●第2試合

●第3試合

●第4試合

●準決勝

●決　　勝

VS　声坂小学校（広島県）

VS　松戸JSL（千葉県）

VS　明野北少年（大分県）

VS　有明池田少年（長崎県）

VS　厚木クラブ（神奈Iil県）

VS　岡崎葵JC（愛知県）

（5）

お
礼

松
ノ
本
ブ
ル
ー
・
イ
ー
グ
ル
ス
監
嘗
　
大
山
季
利

第
二
回
全
日
本
小
学
生
男
女
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
に
参

加
す
る
に
あ
た
り
、
こ
交
接
、
ご
声
援
を
い
た
だ
き
ま
し

て
波
に
あ
り
が
と
う
こ
ざ
い
ま
し
た
。

お
か
げ
を
も
ち
ま
し
て
、
福
岡
県
代
表
と
し
て
患
知
ま

で
出
か
け
、
す
ぼ
ら
し
い
大
会
に
参
加
で
き
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
全
国
佼
勝
す
る
こ
と
が
で
き
、
子
ど
も
た

ち
に
大
き
な
思
い
出
を
作
っ
て
や
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

本
当
に
あ
り
が
と
う
こ
ざ
い
ま
し
た
。

こ
の
大
会
で
思
っ
た
享
、
そ
れ
は
親
と
指
導
者
が
一
体

と
な
っ
て
、
チ
ビ
も
た
ら
に
応
じ
た
指
導
と
活
動
を
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
チ
ビ
も
た
ち
そ
れ
ぞ
れ
が
持
っ
て
い
る

カ
を
引
き
出
し
て
や
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
事
で
す
。

チ
ビ
も
た
ち
の
ふ
る
さ
と
　
〝
松
ノ
本
ブ
ル
ー
・
イ
ー
グ

ル
ス
〟
を
育
て
て
い
く
つ
も
り
で
す
。

今
後
と
も
、
ご
交
接
、
ご
声
援
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

本
当
に
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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南部保育園で
‘‘ゆうすずみ会’’

きちの 

わだひ 
四季の花でいっぱい 

出生津花壇 
∴亭寺∴一十一中一 ��� 

す立年く保会せ折は oち蕾のさ議て々一虫 寄り浅んのいの年生 つの木のみiま花中津 て方内指なすが花椿 美た科尊さo道のの しち病でんこ行絶近 いも院作がのくえく 花、でつ花花入るに を毎りて作塑たこあ 楽日ハいりはらとる し敬ピるの、のが「 ま歩りも上虫目な虫 れのにの手生をく生 て途勘でな法楽’津 

∴∴∴∴葦：：÷亨： 　　∴、，言細く・／埼／ 

醸躍醗囲閏臨艶麗踵園読 ��い申む、古区し四花 まにお遠野民ま季壇 　　　　」 �� 

●　　　　　　　●　●

テ　　　　　議場
i

マ　　　　　節所

（6）

（　　　　に　も　し 

篇　金暮講番　　人 
這　竃粥等を　　権 

一語歪貴さ杏葉琵　　擁 五六十たかが省議 ．ざ「…∴三三… 

七
月
二
十
九
日
夕
方
か
ら
、
南
都
保
育
園

で
「
ゆ
う
す
ず
み
会
」
が
開
か
れ
ま
し
た
。

園
内
の
広
場
に
は
た
く
さ
ん
の
店
が
出
て
大

に
ぎ
わ
い
で
す
。
わ
た
が
し
の
店
に
は
長
蛇

の
列
が
で
き
て
い
ま
す
。
金
魚
す
く
い
も
満

貝
で
す
。
キ
ョ
ン
シ
ー
の
帽
子
は
す
ぐ
に
売

り
切
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
映
画
も
上
映
さ

れ
て
い
ま
す
。
次
は
み
ん
な
で
太
鼓
に
合
わ

せ
て
盆
踊
り
で
す
。
最
後
の
花
火
ま
で
ほ
ん

と
う
に
楽
し
い
ゆ
う
す
ず
み
会
で
し
た
。

第
二
回
の
家
庭
教
育
学
級
を
次
の
と

お
り
開
催
し
ま
す
。
校
区
に
か
か
わ
ら

ず
に
参
加
で
き
ま
す
。
多
数
の
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
日
　
時
　
9
月
1
日
（
水
）

1
9
時
0
0
分
～

広
漠
公
民
館

野
田
　
茂
氏

（
北
九
州
教
育
セ
ン
タ
ー

所
長
・
元
北
九
州
市
教
育

委
員
会
指
導
部
長
）

親
の
心
・
子
の
心



就く悪口tg◎箇配

昭和63年度

「青少年の主張」大会

●と　き　9月3日13時20分～

●ところ　遠賀町中央公民鎮

子どもたちは今何を！

（7）

町民運動推進協議会がスタート
7月30日、中央公民館大水ー　　活力ある明るく豊かなまちづく

ルで「65とぴうめ国体遠賀町民　　Uを押し進めていこうとするも
連動推進協議会」の設立総会が　　のです。
開催されました。　　　　　　　　住民の皆さんのこ理続とご協

この協議会は、国体を適して　　力をお願いします。

が5－棚鵬幣攣絵捻 

㊨ 醗 

一一一一一一一艦飽 　　∴∴．：∴∴∴∴ 

‡ ∴∴∴ヽ∴∵∴∴∴∴∴∴言 　　　∴言 

∴∴∴　∴　ヰ㍉∴ ：ゝ∴∵＿ 

「尾崎地区は場整備」完了 

8月1日、尾崎公民館で「尾　　の手によって進められてきたも 

崎地区は場整備事業」の竣工式　　ので、5．1ヘクタールの湿田がす 

が行われました。　　　　　　　　ばらしいぼ場に生まれかわりま 

この事業は、尾崎土地改良車　　した。 

業共同施行（委員長、高山国光） 

検　　　　　　　　　　　　証1，／／＿＼ヨ醒∴■昨「 ���・」 

：∴二一∴：∴ �∴一∴∴∴∴∴∴∴ ∴∴ i i 二義 憲亘 � 
∴喜一∴　∴Jmr ‾曾 ∴一言∴一†． 

レ 

●　　　●　　　　　●　　　●　●　（ 

急落冨竃義援善悪壷晶薫島台　諾　謡　諾　粥盤 
他法人看ず関　し　た侯に　　大嶺　　58　　55　　　29　　2115） 、を権に　る　へ、め犯お　　権麟　　毎　　年　　　年　　年年 

人語按対　○の法、導け　　愚妻 
権ず麗し　　勤務調作　る　　想員　　退園退長氏遠予三橋 
謀　る　の、　告大盃に人　　にの　　職指職・課賀備菱田 
攫　oた諒　　等臣及つ権　　閑職　・導・学長町隊較県 
に　　め訟　　、へ　が　い摸　　す務　　現員国務・役　　手警 
努　　、援　　適の情て護　　る（　　在　　年諌議場　　鉱祭 
め　　適助　　切報報、の　　啓抜∴∴に　　選良会職　　業学 
る　　切そ　　な告のそ助　　薫粋　　室　　賀歴事貝　　所枝 
○　　なの　　処、収の長　　及）　　る　　静任務（　　善人 

数個　　置関算数　　　び　　　　　　光）居住　　察絞 
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三＿＿ニ：三：三三
…　●　◎
内射場日時主調

富農所向　日

…　…（り　●　●
料捨　　内対地時期料持

参　　　　　　　　　　　参
金品　　容豊新同　日金品

●

東
和
苑

●　　　●　　　●　●　●　●

料　　緒　　内地時期
基

金　　風　　害所面目

無印母　妊産役139
料鑑享雑費罵言

恨　操後健分日
更　　の室l　（
領　　過　15月
の　　こ　　時）
方　　し　　50
は　　方　　分

発行所　福岡県遠賀郡遠賀町役場∴∴編集　企画調整係　　印刷　冷牟日脚合資会社（8）

9
月
9
日
は

突
然
の
事
故
や
病
気
、
そ
ん
な
時
安

心
し
て
医
療
を
受
け
ら
れ
る
救
急
医
療

体
制
の
整
備
を
、
県
・
市
町
村
・
消
防

署
・
医
師
会
・
関
係
医
療
機
関
が
ー
体

と
な
っ
て
進
め
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

救
急
医
震
七
つ
の
心
持

④
　
日
ご
ろ
か
ら
自
分
の
健
康
は
自
分

で
、
家
族
の
健
康
は
家
庭
で
守
り
ま

し
ょ
え
ノ
o

⑧
　
い
ざ
と
い
う
時
の
た
め
に
正
し
い

応
急
手
当
の
知
識
を
身
に
つ
け
ま
し

よ
，
7
0

⑧
　
な
ん
で
も
相
談
で
き
る
ホ
ー
ム
ド

ク
タ
ー
（
か
か
り
つ
け
の
医
師
）
を

・
も
ち
ま
し
ょ
う
。

④
　
休
日
、
夜
間
の
急
病
は
落
着
い
て

ま
ず
ホ
ー
ム
ド
ク
タ
ー
に
相
談
し
ま

し
ょ
え
ノ
。

⑤
　
休
日
の
当
番
医
を
あ
ら
か
じ
め
確

か
め
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

⑥
　
急
病
以
外
は
、
診
療
時
間
内
に
受

診
し
ま
し
ょ
う
。

救
急
の
日

⑨
　
救
急
車
の
安
易
な
利
用
は
さ
け
ま

し
ょ
ー
ブ
。

9
月
6
日
（
火
）

9
時
5
0
分
～
1
0
時
5
0
分

中
央
公
民
館

生
後
3
カ
月
～
6
カ
月
児

体
窒
・
身
長
測
定
、
離
乳

食
な
ど
指
導
、
小
児
ガ
ン

検
査
セ
ッ
ト
配
布

母
子
手
態
、
バ
ス
タ
オ
ル

無
料

9
月
1
3
日
（
火
）

9
時
0
0
分
～
調
時
0
0
分

中
央
公
民
館

生
後
7
カ
月
～
1
2
カ
月
児

体
重
・
身
長
測
定
、
離
乳

食
な
ど
指
導

母
子
手
帳
、
バ
ス
タ
オ
ル

無
料

精
袖
障
富
者
家
族
の
集
い

●
日
時
　
9
月
9
日
（
金
）
1
3
時
よ
り

●
場
所
　
遠
賀
保
健
所
会
談
室

●
農
機
　
坂
口
信
貴
氏
（
北
九
州
市
立

デ
イ
・
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
所
長
）

参
加
自
由
で
す
。
み
な
さ
ん
の
ご
来

場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

9
月
9
日
（
金
）

9
時
～
Ⅱ
時

1
3
時
～
1
5
時

9
月
1
0
日
（
土
）

9
時
～
Ⅱ
時

東
和
苑
公
民
館

9
月
1
2
日
（
月
）

9
時
～
Ⅱ
時

1
3
時
～
1
5
時

東
町
公
民
館

●
西
町
・
葵
蓋
　
9
月
1
4
日
（
水
）

9
時
～
日
時

西
町
公
民
館

が
ん
は
死
亡
原
因
の
ト
ッ
プ

予
防
策
を
考
え
よ
う

が
ん
は
日
本
人
の
総
死
亡
の
四
分

の
一
を
占
め
、
死
亡
原
因
の
ト
ッ
プ

と
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
健
康
増

進
・
疾
病
予
防
（
一
次
予
防
）
や
早

期
発
見
・
早
期
治
療
（
二
次
予
防
）

を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
が
ん
に
よ

る
死
亡
を
防
ぐ
こ
と
が
可
能
に
な
り

ま
す
。
で
は
、
具
体
的
に
何
を
す
れ

ば
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。

一

次

予

防

は

〝
火
の
用
心
〝

○
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
食
事
を
す
る

○
た
ば
こ
や
ア
ル
コ
ー
ル
の
と
り
過

ぎ
に
注
意

○
高
塩
食
品
を
避
け
、
脂
肪
お
よ
び

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
と
り
過
ぎ
な
い
よ

う
に
す
る

○
熟
す
ぎ
る
飲
食
物
、
肉
や
魚
の
こ

げ
も
な
る
べ
く
避
け
た
ほ
う
が
艮

こ
れ
ら
は
、
「
が
ん
に
か
か
ら

な
い
よ
う
に
す
る
」
予
防
で
、
火

薯
で
い
え
ば
，
火
の
用
心
．
に
あ

た
り
ま
す
。

二
　
次
予
防
は

〝
初
期
消
火
〝

○
毎
年
一
回
は
定
期
検
診
を
受
診

○
主
治
医
と
と
も
に
疾
病
の
早
期
治

療
・
健
康
づ
く
り

こ
れ
ら
は
、
も
し
が
ん
に
か
か
っ

た
場
合
に
「
手
遅
れ
に
な
ら
な
い
よ

う
に
す
る
」
予
防
で
、
火
事
で
い
え

ば
。
初
期
消
火
．
に
あ
た
り
ま
す
。

が
ん
に
か
か
っ
て
も
、
早
期
発
見
・

早
期
治
療
が
で
き
れ
ば
、
完
全
治
ゆ

と
な
る
こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

あ
な
た
を
守
る
の
は
、
あ
な
た
自

身
で
す
。
あ
な
た
の
た
め
、
そ
し
て

家
族
や
社
会
の
た
め
、
積
極
的
に
健

康
づ
く
り
に
励
み
ま
し
ょ
う
。


